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ウラ ナミ シジミ の 定 方 向 連 続 飛行 
盤 瀬 太 郎 ? 
Unidirectional serial flight of the Long-tailed Blues (Lampides boeticus, Lycaenidae) 


By Taro IwAsg 


ウラ ナミ シジミ が 季節 的 に 移動 する こと は , 今日 わが 国 で も 認め られ て いる . し か し それ は 各地 で の 記録 や 越 
冬 翌 性 な どか ら 割 り 出 し た も の で ある . この チョ ツウ が 一 定 の 方 向 に か な り の まとまっ た 数 飛ん で 行く の を 目 兆 し 
た 報告 は , ピ レネ ー 山 や イン ド に は ある が , 日 本 で は まだ な い . た だ それ に 似 た も の が 1 つ , 昆虫 科学 5 号 (1957) 
に 西岡 靖 夫 氏 が 1957 年 8 月 12 日 午前 11 時 113 分から 2 分 間 , 徳島 県 小松 島 港 か ら 大 阪 府 南端 の 深 日 港 に 向う 汽船 の 


0 RA 炎 路 島 方 向 に 飛ぶ 多数 の イチ モン ジ セ セリ に 混 っ て , この シジミ チョ ツウ が 飛ぶ の を 有 目 
堅 報告 し て いる 
| わた くし B19614f 62 全く 人 もめ ひで まれ, で 。 と の テ チャ ツボ ー 和 の RE か な 
り 多数 連続 飛行 し て 行く と と を 観察 出来 た . 9 月 の 末 で ある か ら , と の チョ ウ の 北 に 拡がる な 季節 か ら は 外 


れ て は いる が , 1 つの 有力 な 移動 例 と し て 記録 に と ど め て お きた い ・ i em 
頭 の 定 方 向 連続 飛行 unidirectional serial flight を 認め た の で ある 

と の 日 わた くし は 東京 都 中 央 区 日 本 橋 小 網 町 3 丁目 5 の 勤務 先 に いた . 午後 2 時 半 か ら 始ま る 管 の 会 議 が , 都 
合 で 4 時 開始 に の び た の で , 3 階 の 自 席 か ら 見 る と も な く 窓 の 外 を 眺め て いた . こと の 街 は いわ ゆる 新川 筋 で 問屋 
SD ミ ,。 と の 日 は 
何と な く ウ ラナ ミ シ ジ ミ が 目 に つい た . 10 分 間 程 の うち に , か れこ れ 15 頭 位 見 た よう な 気 が し た の で , 2 時 45 分 か 
ら 本 気 で メモ を と り 始 め た ・ CO 社 。 1 階 の 屋根 , 1 分 聞 , ユー2 頭 "と 記し て ある ・ 

窓 は 東南 に 面 し て いて , その 下 は 東 の 一 隅 に ヒマ ラ ヤ 杉 が 1 本 ある 430 平 方 m (正面 25m, 奥行 17m) ほど の 
完 地 で , 自動 車 の 置場 や , 荷物 の 積み 降 し 場 に 使わ れ て いる . その 先 は 11m 幅 の 道路 , それ に そっ て 細長 く 住 宅 
と 小屋 (奥行 5,.6m) が な ら び , 裏 は すぐ 34m 幅 の 箱崎 川 に な っ て お り , 対 矢 に も 車輌 填 場 な ど が ある . つま り 
ほぼ 70m の 低い コー ス で , その 中 ほど を 住宅 と 小屋 が 横切っ て いる (第 1 図 ) 

観 窒 の 正面 は 空地 の 左 の 4 m 幅 の 小路 を 含ん で 30m 程 に あたる . ウラ ナミ シジミ は 箱崎 川 の 向う 大 か ら 低く 飛 
ん で 来 て , この 住宅 に さえ ぎら れ , 中 央 の 2 階 家 を さけ て , 左 の 平屋 の 屋根 (第 2 図 4) か , 右 の 小屋 ( 同 B) の 
上 を 。 ち ょ うど ハー ドル を と える よう に し て 1 頭 ま た 1 頭 と 飛び こえ て 来る . それ か ら 道 路 と 空地 に 降下 し て 進 
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ク ぅ また わた くし の いる 4 階 建 の 社屋 に つき あたる . この ュー ス の 両側 
に も ゃ 当然 飛ん で いる と 思う が , わた くし の 席 の 位置 が 1m ほ ど 窓 か ら 内 
側 で , 右 に 次 窒 と の 仕切 り 壁 が あり , 左 に 他 の 建物 が ある の で , 額縁 の 
よう に 切り と られ て いて , 特 に 窓 か ら 乗 り 出 さ な け れ ば 左右 は 見 えな い . 
下 の 空 地 に も , うろ つい て いる ウラ ナミ シンジ ミ が ある が , これ は 重複 計 
区 の お それ が ある の で 数 えな か っ た . 右手 の 箱崎 橋上 を くる 個体 は 。 不 
思 議 と 余り 多く な か っ た が ,。 あっ て も 数 に 入れ な か っ た . また 30 分 の 問 
に モン シロ チョ ウ 4 頭 (重複 計算 の お それ が 多い ),。 イチ モン ジ セ セリ 
2 頭 , キチ ョ ウ 1 頭 が 見 えた が , いずれ も 正面 の 住宅 を の りこ えて 来 た 
も の で は な か っ た ・. 風 は 東 寄り , 温度 29?C, 湿度 47. 

あと で 地図 上 に ウラ ナミ シジミ の 飛来 方 向 を 求め た が , これ が 第 3 図 
の よう に な る 、 飛 行方 向 を 急 衣 度 に か える 特別 の 原因 が な けれ ば , 東京 湾 
を こえ て 千葉 県 木更津 あたり か ら 来 た こと と に な る . も ちろ ん 必ず そう と 
は 断言 出来 な い が , そう で な いと 考え る 方 が 却って 難し い . 8 月 25 日 に 
は イチ モン ジ セ セリ の 潤い 移動 (1 分 3 一 8 頭 ) を や は りこ の 社屋 の 窓 
か ら 観 察し た が 。 飛来 方 向 は 北 寄り で , 地上 ほぼ 10m を 飛ん で いた 。 ウ 
ラナ ミン ジミ の よう に 地 物 に そっ て 降下 する 様子 は 見 られ な か っ た . 

9 月 29 日 の ウラ ナミ シジミ の メモ の 結果 は , 2 時 45 分 か ら 20 分 間 で , 写 第 3 図 ウツ ウラ ナミ シジミ 飛来 方 向 推定 
真 の A 点 を こと えた も の 19 頭 , B 点 26 頭 , 計 45 頭 で あり , 8 $ の 見 わけ は 不 KK 天田 上 の 野点 は 稚 宗 地点 ) 
能 で あっ た . 3 時 5 分 か ら の 10 分 は AB を 区 別 せ ず 21 頭 , つま り 3 時 15 
分 まで の 80 分 間 で 66 頭 が , 次 か ら 次 と 同じ 方 向 に 飛び 来 た り 飛び 去っ た . その 後 も 4 時 まで 大 体 の 数 を 観 侍 し て 
いた が 傾向 は 変 ちな か っ た . その 間 キ タテ へ 1 頭 と 破れ 果て た ナミ アゲ へら し いも の を 1 頭 見 た . この ナミ ア 
ゲハ らし いも の は , や た ら に 物 に と まり た が り , 垂直 な 羽目 板 に まで と まり た が る 有 様 は 。 大 き な ガ を 思わ せ 
た が か, 通り が か っ た オー ト 3 輪 の 積荷 こさ りつ いた まま 箱崎 橋 を 渡っ て 運び 去ら れ た -. 


この 日 の ウラ ナミ ンジ ミ の 観察 は , 20 数 年 来 こ の チョ ッ の 移動 の こと を 考え て 来 た わ た くし に と っ て 。 異常 な 
感銘 を 濾 え る 経験 で あっ た . 地形 に めぐ まれ て いた の で , 比較 的 純粋 な 形 で メモ そ が と れ た の は 幸 で あっ た 。 貴 80 
mm の 70mm 直 線 コ ス で , その 中 間 に 適 度 の 障害 物 が あり , それ を の りこ えて 来る 個体 数 を 高い 所 か ら 数 える の は 
庶 に 便利 で あっ た . 1 副 2 頭 と 飛ん で いる の を 見 た だ け で は , これ が 大 き な 連 続 の 流れ の 構成 分 子 で ある と と は す 
ぐに は 気がつか な い . 今 ま で る も 何 回 か 遭遇 し た こと で あろ うに 見 の が し て いた る も の と 思う . と ん な 現象 が ある と 
と を 一 度 経験 し た 以上 , これ か ら は 街 に この チュウ を 多数 見 か ける 日 に は , 注意 し て 観察 する と と に する . わた 
くし の 観察 日 記 に も , 時 々 街 で 多数 の チュ ツウ を 見 か けた 記事 が ある . 1959 年 10 月 15 日 に は , 自宅 会 社 往復 の 間 
こ 多数 の チュウ を 見 る . モン シロ 。 キチ ョ ウ , キタ テハ へ,。 ウラ ナミ シジミ 27 と あり , 1954 年 に も 同じ よう な 記 
事 が 残っ て いる . 

今回 の 記録 は 9 月 末 の と と で ある し , 1 例 選 すぎ な い の で 。 意味 を つけ る の は 早計 と 思う . 単に 報告 た と ど め 
て お きた い . (19/X 1961) 


Summary 
On September 29th, 1961, I observed an unidirectional serial flight of Lampides boeticus in 
downtown Tokyo. From 2.45 to 3.15 p.m., 66 blues were counted flying SE-NW in a constant 


stream across 30 metre front. Weather fine, wind easterly, temperature 29°C, humidity 47%. 
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